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これから始める障害者雇用

障害を『持つ人』『持たぬ人』
同じ目線で働く職場

～ノーマライゼーションの実践～

リゾートトラスト株式会社

東京人事総務部 部長 進藤 祥一

事務支援課 課長 北沢 健

代 表 者 
  

代表取締役会⻑ 伊藤 與朗 CEO（最高経営責任者） 
代表取締役社⻑ 伊藤 勝康 COO（最高執⾏責任者）

創 業 1973 年 4 月 

資 本 ⾦ 142 億 5,811 万円（2014 年 3 月末現在） 

従 業 員 数 4,597 名（2014 年 3 月末現在 連結） 
事 業 所 施 設 

  
  
  

本社 2 ヶ所、支社 4 ヶ所 
リゾートホテル･シティホテル等 48 ヶ所 
（ベイコート倶楽部 1、グランドエクシブ 5、サンクチュアリ･ヴィラ 5、エクシブ 13、 

    サンメンバーズ 13、ワールドタイムシェアリング 4、トラスティ 7）・ゴルフ場 13 ヶ所
グループ会社 リゾートトラスト株式会社含め 31 社 

事 業 内 容 会員権事業、ホテルレストラン事業、ゴルフ事業、メディカル事業、その他の事業 

売 上 高 1,168 億 24 百万円（2014 年 3 月期 連結） 
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会社

法定雇用率の達成
コンプライアンスの重視
社会的責務（CSR)の履行

コスト削減
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事務支援センター
障害者に配慮された環境

↓
ＤＭ作成や簡易データ入力

障害者のある当社社員の得意業務
↓

業務があることでの
会社への貢献

本人の安定と定着
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ホテル・営業所
業務の増加

↓
ＤＭ作成、入力作業など
事務支援センターに委託

↓
業務軽減で質の良いサービス
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↓
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会社としての障害者雇用の意義

リゾートトラストでの障害者雇用

事務支援センターの設立により

実雇用率2.28％【2014.6月】

相互向上作用

障害者雇用促進法

事業主は、その「常時雇用している

労働者数」の2.0%(法定雇用率)以上の

障害者を雇用しなければならないと

定められている。

法定雇用率を達成していない場合

納付金月5万円／一人

厚生労働省からの指導

社名公表【コンプライアンスの欠如】

リゾートトラスト東京ビル 5Fに作業所設置

1、会員制事業本部、メディカル事業本部などのＤＭ作成
2、社員の名刺作成
3、高速プリンター使用によるＤＭ資料印刷
4、ホテル客室清掃（ベッドメイキング、バス・トイレ清掃等）
5、パソコン入力作業
6、社内資料配送業務
７、PDF業務
８、契約書作成業務
９、その他

●障害者スタッフ
身体障害者 4人
知的障害者 36人
精神障害者 9人

2006年4月、障害者9名で発足、順次増員。
2014年9月現在、49名にまで拡大。

東京事務支援センター

●障害者スタッフを支えるサポートスタッフ
職業コンサルタント 2人
業務遂行援助者 3人
2号ジョブコーチ 4人
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東京事務支援センター：事業所沿革

2006年 3月 東京本社7階にＤＭルームを設置。
障害者4名でスタート。

2007年 4月 （知的・身体障害者計10名）

2008年 4月 （知的・身体障害者計16名）

2008年 6月 都立永福学園（初の就業技術科設立）より1年
生の実習生を受入(以後、実習受け入れ）

2008年 6月 国・都から委託された（公財）しごと財団の
公共職業訓練を実施。（以後、年に2、3回実施）

2008年 7月 『東京事務支援センター』と名称を変更。
（知的・精神・身体障害者計17名）

2008年 8月 名刺作成業務スタート。

2009年 3月 第１回保護者会開催。（以後、毎年開催）

2009年 3月 サンメンバーズ東京新宿での客室清掃開始。

2009年 4月 知的・精神・身体障害者計21名

2010年 4月 契約文書のＰＤＦ化作業スタート。
文書検索の省力化に寄与。
（知的・精神・身体障害者計36名）

2011年 4月 （知的・精神・身体障害者計37名）

2011年 7月 『障害者雇用グループ特例』認定。

2011年 9月 『平成23年度障害者雇用職場改善好事例』
テーマ：発達障害者雇用 ≪優秀賞≫受賞。

2011年 10月 アドバンスメディカルケアより化粧品梱包業務スタート

2012年 4月 （知的・精神・身体障害者計42名）
（本社雇用率1.99％ グループ雇用率1.95％）

2012年 10月 スタッフ1名が優秀勤労障害者を受賞。

2012年 11月 職業訓練教材コンクール
中央職業能力開発協会会長賞受賞

2012年 11月 契約書作成業務スタート。製本機、断裁機導入。
在庫削減、即日対応が可能となる。

2013年 3月 （知的・精神・身体障害者計48名）
（本社雇用率2.26％ グループ雇用率2.11％）

2013年 8月 会員制販促ツール作成業務スタート
18アイテム作成（随時更新中）

2013年 9月 『平成25年度障害者雇用職場改善好事例』
テーマ：精神障害者雇用 ≪最優秀賞≫受賞

2014年 1月 天皇皇后両陛下 障害者週間にちなみ「行幸啓」賜る

2014年 10月 （知的・精神・身体障害者計49名）
―現在に至る―
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主力事業は全国に点在するリゾートホテルの運営

リゾート地では通勤手段の確保が難しい

職場まかせでは障害者雇用は進まない

事務支援センターを名古屋と東京に設置
仕事とスタッフを集約する

既存の職場で働ける
障害者スタッフは現状優先

CSRに寄与

行政からの各種顕彰
「外注」→「内製化」で経費削減効果
「納付金」→「調整金」でコンプラ意識の向上

+

８

年

間

障がい者雇用の促進
天皇皇后両陛下が東京本社事務支援センターをご視察

2014年1月31日、天皇皇后両陛下が、リゾートトラスト東京本社事務支援センター（東京都渋谷区代々木）を

視察されました。東京本社事務支援センターでは、障がいのある従業員が、それぞれの特性などに応じて80種類以

上の業務を行っております。当社の障がい者雇用の取り組みについてご聴取された両陛下は、ダイレクトメールの作

成や製本業務などをご覧になり、

「随分、長く仕事をしているのですか。」

「大事なお仕事ですね。お願いしますね。」

「お身体の方をお大事に。」

などと一人ひとりにお声がけされ、激励してくださいました。

当社の精神障がい者の雇用事例が、最優秀賞「厚生労働大臣賞」を受賞
障がい者の雇用管理、雇用環境等の改善・工夫を行っている事業所の中他の事業所のモデルとなる好事例の募集と

周知を行なう「障害者雇用職場改善好事例」（主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、後援：厚生労

働省）において、平成25年度の最優秀賞「厚生労働大臣賞」を、東京本社内「東京

事務支援センター」が受賞いたしました。 受賞理由には、精神障がい者の雇用にお

ける積極的な職域拡大や、新たな業務の導入において作業マニュアルを整備したこと、

社内支援体制を構築するとともに外部の支援機関とも連携してきたことなどが、精神

障がい者のモチベーション向上と維持につながり、精神障がい者の平均勤続年数が５

年を超える、職場定着を実現したことが挙げられております。
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